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特別講演　『どうなる薬剤師！
 30年後の職能を新しい教育の視点で考える』

日時／９月12日（木）19:00～
会場／ Web開催

主催／ (一社)札幌薬剤師会
座長／学術研修委員会委員　山下　美妃

講演

　本日の演題は「30年後の職能を考える」としま

した。私は大学で教育に携わっていることから、

今、20歳の学生が30年後に50歳を迎えたときには、

非常に現実的な話になるだろうということで30年

後とさせていただきました。

　まず、今日の私の話と私が大学で何をしている

かということの関係性をご説明します。一つが城

西大学という総合大学の学長補佐として、薬学教

育だけではなく高等教育とそれにつながる中等・

初等教育についても、今後どのように変わってい

くのかということを含めて関わっています。また、

図書館長という立場から、今後、学術情報という

ものをどのように社会で共有していくか、という

ことについても関わりを持っています。もう一つ

は第三者評価委員として、薬学教育評価機構と大

学基準協会でも働いております。大学の質の保証

に関する立場から考えるところもありますので、

そういったことを総合したお話をさせていただこ

うと思います。

　最初にICTに関わる技術の進歩と薬剤師の職能

についてお話しします。大変ショッキングなこと

ですが「TECH CAMPブログ」というサイトで

は、10年後にAIによってなくなる可能性のある

仕事の12番目に薬剤師が挙げられています。

講師：

　城西大学学長補佐

　水田記念図書館長

　　薬学部・教授　関　俊暢　先生

略歴

1987年３月：城西大学大学院薬学研究科博士

　　　　　　後期課程中退

1987年４月：城西大学薬学部助手

2002年４月：北海道薬科（現北海道科学）大学講師

2004年４月：北海道薬科大学助教授

2007年４月：北海道薬科大学准教授

2008年４月：城西大学薬学部教授（継続）

2013年４月：城西大学水田記念図書館副館長

2017年４月：城西大学水田記念図書館館長（継続）

2023年４月：城西大学学長補佐（継続）

2024年４月：薬学教育評価機構評価委員（継続）

受賞

日本医療薬学会JPHCS論文賞（2020年度）



10年後、AIによってなくなる可能性が

ある仕事

TECH CAMP ブログ
https://tech‐camp.in/note/technology/82291/

1  ⼀般事務員
2  銀⾏員
3  警備員
4  建設作業員
5  スーパー・コンビニ店員
6  タクシー運転⼿
7  電⾞運転⼠
8  ライター
9  集⾦⼈
10  ホテル客室係・ホテルのフロントマン
11 ⼯場勤務者
12  薬剤師

　AIが発達するとなくなる仕事がたくさんある

というのは、10年以上前から言われています。そ

の中に薬剤師が入る場合もあるということです。

ブログの記事では「薬剤師は近年、環境が変化し

て、一般用医薬品のインターネット販売が可能に

なったり、マイナンバーカードと連携した電子処

方箋が解禁になるなど、オンライン服薬指導等が

普及している」とあります。

10年後、AIによってなくなる可能性が

ある仕事

TECH CAMP ブログ
https://tech‐camp.in/note/technology/82291/

薬剤師は、近年の薬局界隈を取り巻く環境の変化により、10年後は仕事がこ
れまでよりも減っている可能性が高い職種です。
例えば、2014年に一般用医薬品のインターネット販売が可能になったことで、
消費者は薬局に行かずとも、手軽に医薬品を取り寄せることが可能に。
また2023年1月26日からは、マイナンバーカードと連携した電子処方箋が解
禁。これにより、オンライン服薬指導の普及や調剤業務の効率化などが実現し
ます。
さらには、米Amazon社がアマゾン薬局の日本進出を狙っている動きも。
こうした一連の動きから、安泰した職業と思われがちな薬剤師の仕事も、効率
化や自動化のあおりを受けて、決して安泰ではない職業となるかもしれません。

　また、調剤業務の効率化が図られることや

Amazon薬局が進出を狙っていることなども書か

れています。しかし、記事を読む限り、薬剤師の

ニーズが減るということであって、薬剤師という

仕事がなくなる、必要がなくなるということでは

ないこともわかります。

　そういう背景の中でショッキングだったのは、

生成系AI、「Generative AI」ともいいますが、

コンピュータが自分でコンテンツを作る技術が出

てきたことです。従来のAIと生成系AIとでは何

が違うのでしょうか。

ICTに関わる技術の進歩：生成系AI

NRI用語解説を一部改変   
https://www.nri.com/jp/knowledge/glossary/lst/sa/generative_ai

生成AI従来のAI
ニューラルネットワークニューラルネットワークアアルルゴゴリリズズムム
パターンや関係の学習情報の整理・分類・検索学習の視点
創造特定や予測出力の目的
新しいコンテンツの生成決められた行為の自動化ビジネスインパクト
構造化されていないデータセット具体的なデータセット学習データ

構造化されていないデータセット → パターンや関係を学習 → 新しい情報を創造

　アルゴリズム、計算方法は基本的にはニューラ

ルネットワークを使います。このニューラルネッ

トワークというのは従来型の多変量解析のような

数式に当てはめるのではなく、ブラックボックス

化して学習することによって何らかの答えを出せ

るようにしています。人間の脳と同じようなこと

をコンピュータが行うと理解してください。これ

は従来型のAIも生成系AIも同じです。では何が

違うかというと、まず学習の視点が違います。従

来型のAIは情報収集したり、分類したり、検索

したりすることを効率的に行うのが主な役割です。

一方、生成系AIはパターンや関係性を学習し、

創造する、クリエイトするということが目的にな

ります。従来のAIは決められた行為を自動化し

たり効率化したりするのに使われますが、生成系

AIは新しいコンテンツを創り出すことができる

わけです。

　非常に重要なのは、従来型AIは学習するため

に具体的なデータセットを用意し、それを学習さ

せるほうが効率的になり、精度も高まるのに対し、

生成系AIの場合は、構造化されていないランダ

ムなデータを拾ってきて、それを自分で学習して

いくという点です。つまり、生成系AIは構造化

されていないデータセットを学んでいき、最終的

に新しい情報を創造するという、大学をはじめ知

識的な活動を生業としている人たちが行っている

ことをAIが行う、ということになります。

　では、現時点でどの程度の実力があるのでしょ

うか。4月24日の薬事日報に、明治薬科大学の植

沢芳広先生が検討した結果が掲載されていました。

いくつかの有名な生成系AIで薬剤師の国家試験

を解いてみたところ、正答率が80％から84％程度

だったということでした。つまり、今の時点では

生成系AIは100点は取れず、大学の先生の代わり



をさせることは無理だろうといえます。しかし、

84％の正解率ということは、生成系AIは国家試

験には合格できるということになります。

　コンピュータの計算速度というのはどのように

進歩しているのでしょう。

ICTに関わる技術の進歩

1.E+03

1.E+04

1.E+05

1.E+06

1.E+07

1.E+08

1.E+09

1.E+10

1.E+11

1.E+12

1.E+13

1.E+14

1940 1960 1980 2000 2020 2040
西暦

演算回数／秒

100兆回／秒

100億回／秒 スマートフォン

iPhone 15pro
35兆回／秒

https://www.itmedia.co.jp/pcuser/articles/2309/14/news142_2.html

　2000年過ぎには、1980年代のいわゆるスーパー

コンピュータの演算速度よりも、デスクトップの

コンピュータのほうが10倍以上性能が良くなりま

した。さらに、近年はスマートフォンの計算速度

が非常に速くなっています。いよいよ量子コン

ピュータが実用化されそうだ、というニュースも

あり、それが実現すれば今のスーパーコンピュー

タよりもはるかに速いスピードで計算できるよう

になるでしょう。つまり、生成系AIは構造化さ

れていないデータセットをパターン学習し、新し

い情報を構成するという作業を、さらに速いス

ピードで行えるようになり、間違えた情報を生成

することもなくなっていくと予想されます。

　この図は情報とそれを利用する社会の関係をイ

メージしたものです。

専門家のみがアクセス可能な
データベース

認知空間とAI：薬剤師の仕事がなくなるということ

オープンなネット空間

10エクサバイト (2012)
10,000,000TB

個人の外部記憶
装置

図書館並みの情報量
個人
の脳

認知情報が利用される社会

今後の取り得る対応

構造化されていないデータセット
パターンや関係を学習

↓
新しい情報を創造

AAIIにによよるる情情報報提提供供

適切なインター
フェース AI

　点線よりも下の部分が情報を利用される社会、

それより上の部分がその基となるものです。右側

に個人の外部記憶装置と書いてありますが、例え

ば薬剤師が服薬指導をするのであれば、古くは書

籍や、今なら治療薬に関する電子情報を自分の脳

にある程度入れて、服薬指導をします。一方、最

近は多くの薬局で、タブレット端末やコンピュー

タを用いて服薬指導をするようになっています。

専門家のみがアクセス可能なデータベース、これ

は製薬会社の学術部門から提供されるような情報

といったものですが、それらを情報として取り込

んだり、オープンなネット空間で取り扱われてい

るような健康情報のようなものも取り込みながら、

服薬指導をするのが一般的になっているかと思い

ます。

　このデータ保存にかかるコストも非常に安く

なっています。

データ保存のコストと容量

フロッピーディスク：1977年当時
耐用年数２〜10年 531〜2,656円／月 4,853,000〜24,269,000円／月／1 G

クラウド保存
iCloud+ 2TB 月額¥1,300  0.65円／月／1 G

1Mの情報量は、数百ページの書籍１冊分 

2TB 2,000,000冊分 ちなみに、北海道大学図書館蔵書 388万冊

　1977年当時に使われていたフロッピーディスク

はだいたい１メガ程度の容量でしたので、１GB

のデータ保存にかかる１カ月のコストは、500 ～

2500万円程度になる計算です。もちろん、当時は

１GBという情報量は個人では取り扱っていませ

んでした。それが今ではiCloudで２TBの容量を

使用するのに、月額1300円（講演時）で済みます。

１GBあたり0.65円です。つまり、個人で膨大な

情報を管理することができるようになったという

ことになります。１MBの情報量は数百ページの

書籍１冊分になりますので、２TBではおよそ200

万冊程度に相当します。北海道大学の図書館にあ

る書籍が388万冊ということですので、その半分

くらいの情報量を、個人で持つことができるよう

になったといえます。その一方で、あまりに膨大

な量なので、適切なインターフェースとしての従

来型のAIを駆使しながら、持っている情報を効

率的に抽出し、利用するということが必要かもし

れません。

　生成系AIは、日々、膨大な量の情報が生み出

されているオープンなネット空間にある情報を学



習し、さらに新しい情報を創造していきます。現

在は、まだ不正確なことがあるかもしれませんが、

20年、30年後には、人が持っている情報量よりは

るかに多く、かつ正確な情報の提供を、AIがで

きるようになる日が来るのは避けられないと思い

ます。このようなことを言うと、薬剤師は必要な

い、という話になりがちですが、それでもやはり

薬剤師は必要だと私は思いますし、皆さんもそう

思われているのではないでしょうか。

それでも薬剤師は必要だ！

知識の提供だけをしているわけではない

医療人として、患者に寄り添い、
医療の質に貢献している

　薬剤師は知識の提供だけをしているわけではな

く、医療人として患者さんに寄り添い、医療の質

に貢献することも使命としています。このことか

ら、当然ですが薬剤師は必要なのです。

　しかし、薬剤師になるには、まず大学入試に合

格する必要があります。それには知識が求められ

ます。また、CBTに合格する人も知識が必要で

すし、OSCEも基本的には非常に単純な技術とパ

ターンで対応するため、ほとんど知識を評価して

いるような側面があります。国家試験も知識を問

うわけですから、結局、薬剤師になるには知識が

重要ということになります。そこで、医療人とし

ての薬剤師を育成するために教育の役割というも

のを、今一度考える必要があるということが、今

日のお話の中心になります。

　ここからは、薬学教育から離れて、初等・中等

教育で始まっている変化についてご紹介します。

文部科学省が2017年３月に「新しい学習指導要領

の考え方」として出した文書の一部を読み上げま

す。

新しい学習指導要領の考え方
2017年3月 文部科学省

https://www.mext.go.jp/a
_menu/shotou/new-
cs/__icsFiles/afieldfile/20
17/09/28/1396716_1.p
df

2016年12月

正解

従来のAI

吹き出しなどは、関による加筆

　「情報化やグローバル化といった社会的変化が、

人間の予測を超えて進展するようになってきてい

る。人工知能がいかに進化しようとも、与えられ

た目的の中での処理である。一方、人間は感性を

豊かに働かせながら、目的を自ら考え出すことが

できる。自ら目的を設定し、その目的に応じて必

要な情報を見いだし、自分の考えをまとめたり、

相手にふさわしい表現を工夫したり、多様な他者

と協働しながら目的に応じた納得解を見いだした

りする強みを持っている」とあります。この「納

得解」というものが一つのキーワードになるのだ

と思います。つまり、正解ではなく、納得解とい

うものを見いだすことを、教育の目標に設定する

と学習指導要領では言っています。また、「目的」

という言葉も多く出てきます。これもキーワード

になると思います。

　ここに書かれている人工知能というのは、与え

られた目的の中で処理をするという従来型のAI

です。2017年の文部科学省の答申は、生成系AI

の存在は前提とせずに作られていましたが、今は

生成系AIが存在する世界の中で、学習指導要領

はどうあるべきかということを考えていると思い

ます。

　さらに読み進めます。

薬剤師になれる人は

大学入試に合格 知識

CBTに合格 知識
OSCEに合格 技能・知識

薬剤師国家試験に合格 知識

教育の役割を今一度考える必要がある



新しい学習指導要領の考え方
2017年3月 文部科学省

https://www.mext.go.jp/a
_menu/shotou/new-
cs/__icsFiles/afieldfile/20
17/09/28/1396716_1.p
df

　「必要な力を成長の中で育んでいるのが人間の

学習である。予測できない変化を受け身で処理す

るのではなく、主体的に向き合って関わり合い、

その過程を通して自らの可能性を発揮し、よりよ

い社会と幸福な人生の創り手となっていけるよう

にする」とあります。また「質的な豊かさが成長

を支える成熟社会において、様々な情報や出来事

を受け止め、主体的に判断しながら、自分を社会

の中でどのように位置付け、社会をどう描くかを

考え、他者と一緒に生き、課題を解決していくた

めの力を育成する」と書かれています。ここで出

てくるもう一つのキーワードが「生きる力」です。

かつて掲げていた「ゆとり教育」という旗印を下

げ、今は「生きる力」というものが旗印になって

います。ほかにも、主体性という言葉がよく出て

きます。

　これらを図式化したのが「学習指導要領改訂の

方向性」です。

新しい学習指導要領の考え方    2017年3月  文部科学省
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/__icsFiles/afieldfile/2017/09/28/1396716_1.pdf

　「何を学ぶか」、それを「どのように学ぶか」、

その結果として「何ができるようになるか」とい

う三つのテーマがあり、さらに「何ができるよう

になるか」には学力の３要素が設定されています。

新しい学習指導要領の考え方 2017年3月 文部科学省
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/__icsFiles/afieldfile/2017/09/28/1396716_1.pdf

学力の３要素

図の一部
矢印などは、関による加筆

　従来型の教育は「知識・技能の習得」の比重が

非常に大きかったのですが、それだけではなく、

「思考力・判断力・表現力を育成する」ことが盛

り込まれました。そして、その二つを礎にして「学

びに向かう力・人間性等を涵
かんよう

養」するとあります。

つまり、何ができるようになるのか、どのような

人になるのか、というようなことを考えて教育を

行うようになったわけです。

　ここで問題になるのは、どのように学ぶかとい

うことです。何ができるようになるかということ

を達成するためには、やはりどのように学ぶかと

いうことが重要になります。そこで出てくるキー

ワードが「アクティブラーニング」です。今は、

このアクティブラーニングが小学校・中学校で盛

んに取り入れられています。小学校で行われてい

るアクティブラーニングでは、課題解決型学習の

「Project Based Learning」、略して「PBL」と

呼ばれる手法が用いられています。

https://comotto.docomo.ne.jp/column/00000047-2/#:~:text=されています%E3%80%82-,小学校
で行われる3種類のアクティブラーニング,法」の3つです%E3%80%82

CCoommoottttooココララムム 小小学学校校でで行行わわれれるるアアククテティィブブララーーニニンンググははどどんんなな内内容容？？文文部部科科学学省省がが推推進進すするる理理由由とと実実践践
方方法法をを解解説説 よよりり一一部部引引用用

小学校で行われるアクティブラーニングの例

課題解決型学習：PBLは「Project Based Learning」の略語で、与えられたテーマに対して仮説を
立て、それを検証して結論を導く手法

・問題や課題の洗い出し
・仮説を立て、情報収集
・集めた情報の分析、検証
・結果をまとめて発表

探求法：子どもが自ら設定した課題について情報収集や分析を行い、周りと意見交換をしながら解決
策を導き出
・課題を自ら設定する
・横断的で総合的な問題解決能力が身につく

ジグゾー法：グループに与えられた課題を細分化し、各パートを個人が分担して検討後、検討結果を
グループ内で発表して全体像の把握と解決策を導き出

・インプット力とアウトポット力の両方が身につく
・責任感や能動的に取り組む力が向上

　薬学や医学では「Problem Based Learning」

を 略 し てPBLと い い ま す が、Project Based 

Learningのほうが一般的です。これはプロジェ

クトを考えて、それに取り組むことで、問題の課

題の洗い出しや仮説を立てて情報収集を行い、集

めた情報を分析・検証して結果をまとめて発表す

るという学習方法になります。



　また、「探究法」というものもあります。子ど

もが自ら課題を設定し、横断的・総合的な問題解

決能力を身に付けるというものです。私は図書館

の仕事をしているので、小学生の学習コンテスト

の審査員を務めることがあるのですが、なかなか

立派な研究をしています。そういう教育が小学校

で行われ始めています。さらに「ジグゾー法」と

いうものもあります。これはグループに与えられ

たテーマを細分化して個人が勉強し、その結果を

他の人に説明する、つまりインプットとアウト

プットの双方を経験することで、深い学びを身に

付けるだけでなく、責任感や能動的な態度も涵養

するのが狙いです。こうした方法が小学校でも取

り入れられています。

　その効果をベネッセが研究しています。例えば

「科学の発展や技術の進歩をすばらしいとか不思

議だなと感じる」、「社会の仕組みや歴史の出来事

をすばらしいとか不思議だなと感じる」、「国語の

教科書を読んでいて、登場人物や書いてある内容

に興味がわいてくる」という好ましい学習態度が、

能動的学習に多く取り組んでいるクラスのほうが

高い数字が出る、つまり優位性が表れるという結

果が出ています。このことから、子どもは能動的

学習をすることによって、好ましい学習志向を持

つように変化するといえるでしょう。

　アクティブラーニングは学びに向かう力や人間

性の涵養というものにおいて、生徒に良い影響を

与えていることは間違いないだろうと思います。

そうした有効な学習手段が取り入れられつつあり

ます。

　生徒全員にタブレットを配付する「GIGAス

クール構想」というものもあります。小学校や中

学校のクラスにはいろいろな生徒がいます。学力

の高い子も低い子もいますし、興味もバラバラで

す。そのような中で、先生が画一的な授業をして

も、生徒の興味喚起をするのはなかなか難しいと

いえます。それをGIGAスクール構想では、生徒

一人一人にタブレットを渡すことで、教師による

一斉授業ではなく、子ども主体の学びにすること

を提唱しています。これによって、学年に関係な

く本人のレベルに合わせた教育を行うことができ

ます。また、ネットにつながっていれば、教室外

でも学ぶ機会が得られます。教科ごとの学習より

は、むしろ総合的な学習「STEAM学習」のよう

なことが取り入れやすくなります。そこでは教師

はTeachingではなく、Coachingとしての関わり

が求められます。こうしたことによって、同質で

均質な集団をつくるよりも、多様な人材や協働的

な体制をつくる環境ができていくとしています。

このGIGAスクール構想がうまくいけば、非常に

良い方向に進んでいくのではないかと思います。

　アクティブラーニングを導入する、また、ICT

を活用することによって、ただ知っている・でき

るというだけではなく、学ぶ姿勢や人間性にまで

つなげるような教育をする体制が整いつつあると

いえます。

吹き出しなどは、関による加筆

ICTの活用

※高校教育については、些末な事実的知識の暗記が大学
入学者選抜で問われることが課題になっており、
そうした点を克服するため、重要用語の整理等を含めた
高大接続改革等を進める。

　しかし、この図の下にある注釈を拡大してみる

とこのようなことが書かれています。「高校教育

については、些末な事実的知識の暗記が大学入学

者選抜で問われることが課題になっており、そう

した点を克服するため、重要用語の整理等を含め

た高大接続改革等を進める」。つまり、高校から

大学にかけての教育と、大学入試のあり方を一体

的に改革する必要があるというのです。

　次に「高大接続改革の失敗」というテーマにつ

いてお話しします。小中学校で一生懸命、学力の

３要素を伸ばしても、たくさんものを覚えている、

たくさん難しい計算ができる人がいい大学に選ば

れるという体制のままでは、生徒が身に付けた学

ぶ姿勢が高校で損なわれ、「暗記」というものに

偏った教育になってしまいます。それを避けるた

めに入学者選抜を改革しようというのが高大接続

改革の趣旨です。



高大接続改革とは何か

https://www.mext.go.jp/a_
menu/koutou/koudai/index
.htm

文部科学省

※高校教育については、些末な
事実的知識の暗記が大学入学者
選抜で問われることが課題に
なっており、
そうした点を克服するため、重
要用語の整理等を含めた高大接
続改革等を進める。

吹き出しなどは、関による加筆

　高大接続改革では、高等学校教育を見直して多

面的な評価を実施し、学力の３要素をバランスよ

く育てることを目指しています。入学者選抜では

それを受けるかたちで、学力の３要素をバランス

よく評価し、大学教育ではそれをさらに生かすよ

うな教育を実践することが、教育全体を良くする

ことになるとしています。

　先ほどの学習指導要領にあった学力の３要素を

ここで再度説明します。

学力の三要素

新学習指導要領 生きて働く「知識・技能」の習得 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力・人間性等

学校教育法も改正 基礎的な知識・技能 思考力・判断力・表現力等の能力 主体的に学習に取り組む態度
（小学生）

高大接続改革答申 基礎的な知識・技能 思考力・判断力・表現力等の能力 主体性・多多様様性性・協協働働性性
（高校生）

浦上慎一HP
http://smizok.net/education/subpages/aglo_00003(gakuryoku3).html

この３つをバランスよく評価する入学者選抜

　生きて働く「知識・技能」の習得、そして思考

力・判断力・表現力、それから学びに向かう力・

人間性というものが学習指導要領に書かれていま

す。それが、小学校の学校教育法の中ではどのよ

うに書かれているかというと、基礎的な知識・技

能、それから思考力・判断力・表現力等の能力、

そして主体的に学習に取り組む態度とあります。

これが高校を対象とする高大接続改革答申の中で

はどのように書かれているかというと、まず基礎

的な知識・技能、これは同じです。思考力・判断

力・表現力等の能力、これも同じです。最後が主

体性・多様性・協働性となっていて、多様性と協

働性という言葉が加えられています。いずれにし

ても、高大接続改革では、この三つをバランスよ

く評価する入学者選抜が求められることになりま

す。

　大学入学者選抜改革の内容です。

文部科学省
高大接続改革の実施方針等の策定
について（平成29年7月13日）

https://warp.ndl.go.jp/info:ndljp
/pid/11293659/www.mext.go.
jp/b_menu/houdou/29/07/__ic
sFiles/afieldfile/2017/07/18/1
388089_002_1.pdf

　例えば、共通テストの中に記述問題を入れる。

さらに記述問題の採点は大変なので、採点には民

間業者を活用する。英語に関しては読む・聞くだ

けだったのを、読む・聞く・話す・書くの４技能

をバランスよく評価することになりました。それ

には、一般的な業者テストのようなものを応用し

ていくという方針を文部科学省が出したところ、

「外部の民間企業が正当な評価ができるのか」と

か「TOEICのような試験はお金がかかるので受

けられない人がいるのではないか」「田舎に住ん

でいて試験会場が遠くて行けない人はどうするの

だ」といった批判が出て、マスコミなどから随分

叩かれました。

　フランス高等教育の共通卒業試験にあたるバカ

ロレアについて、デジタルハリウッド大学の渡辺

パコ教授が考察されています。バカロレアは大学

の入学資格試験も兼ねていることから、日本の大

学入試共通テストとも比較されます。渡辺先生が、

バカロレア問題を日本のビジネスパーソンに出し

たところ、全く解けなかったそうで、そんなこと

で日本の大学教育はいいのか、というようなこと

を書かれています。私ももっともだなと思いまし

た。

　バカロレアではどのような問題が出るのかとい

うと、2019年は理系の高校生に対し「文化の多様

性は人類の統合の障害になるのか？」という問題

が出されました。この問いに対して、それなりの

論文が書けないと高校を卒業できません。これが

フランスです。

　バカロレアに関しては、東京大学大学院教育学

研究科の中村高康先生が、高大接続改革に関連し

て記事を書いています。「たとえば最近、フラン

スで大学進学時に受けるバカロレア試験が注目さ



れています。４時間かけて難解な哲学の小論文を、

高校生が皆書いていて、驚かされます。しかし、

それが可能なのは、ある種の市民教育として哲学

が伝統的に重視され、中等教育で必修となってい

ることや、フランスは早い段階から原級留め置き

の生徒がたくさん出て、卒業段階に至った生徒だ

けがバカロレアを受けるといった状態にあるため

です。同じような試験を日本で導入するのは困難

です。たとえば、バカロレアは卒業資格試験であ

り、当然、不合格の人が出ますが、日本でそれを

許容する社会になるには、入試を弄るだけではダ

メだと思います。途中で立ち止まったり出直した

りすることと相性の悪い日本の雇用のシステムと

も連動していますから」と中村先生は述べていま

す。教育がうまくできないのは、社会が悪いのだ、

という論調になっているのですが、私はデジタル

ハリウッド大学の渡辺先生が言われていることの

ほうが共感を持つことができます。

　今のフランスの社会は、右派・左派が入り乱れ

ていて、とても混乱しています。それは、フラン

スの人はそれぞれが自分の意見をきちんと持って

いるということなのかもしれません。

　前の話に戻りますが、生成系AIというものが

なければ、日本の社会は今までのやり方でよかっ

たのかもしれません。しかし、生成系AIが発達し、

多くのことをAIがやってくれるようになったと

き、やはり一人一人が何を考えるのか、という哲

学的な命題に対して取り組むような姿勢を持って

いないと、世界の中で日本は取り残されてしまう

のではないかと思います。

　文部科学省は高大接続システムの改革を一生懸

命やろうとしました。予定では2021年くらいから

始まるはずでしたが、全然うまくいきませんでし

た。なぜ失敗したのでしょう。

高大接続改革の失敗の理由

• COVID-19パンデミック

• 学力の三要素の評価の困難性

• 社会の不理解

• 大学のユニバーサル化の問題との混同

• 大学側の認識・準備不足

　表向きの理由は、COVID-19のパンデミックが

発生し、感染して受験できない学生の不公平をど

うしたらいいのか、というようなことで終始して

しまった。そのため、入学者選抜の内容にまで踏

み込んだ改革をすることができない状態になって

しまったということでした。しかし、実際の理由

は学力の３要素をきちんと大学が評価できていな

いためでした。また、社会の不理解ということも

ありました。極端な言い方ですが、その人の思考・

考え方まで評価するとなると、公平に評価するこ

とが非常に難しくなります。それを社会が認めて

くれるような状況にはなっていないということで

す。もう一つ、大学のユニバーサル化の問題との

混同があります。それから大学側に高大接続改革

が必要なのだ、という認識が薄く、それに関する

準備もしていないということもありました。そう

いう理由から全くうまくいかなかったのです。

　ここで大学のユニバーサル化の問題について少

し説明します。これは大学入試センターの荒井克

弘さんという人が書いた比較教育学の論文にあっ

た図です。

高大接続の日本問題

荒井 克弘 （⼤学⼊試センター）
⽐較教育学研究第53号 (2016)
https://www.jstage.jst.go.jp/article/jces/2016/53/2016_55/_pdf

ユニバーサル型
50%〜

マス型
15〜50%

エリート型
就学率 〜15%

高等教育モデル

中等教育の
拡大

エリート段階

教育機会の均等化能力主義選抜マス段階

教育達成の均等化
教育配置の適正化

教育機会の均等化
教育配置の適正化

能力主義選抜ユニバーサル段階

　教育を、エリート型・マス型・ユニバーサル型

に分けます。エリート型はわずかな人が受けます。

それに対してマスは中程度、ユニバーサルは半分

以上の人が受けることになります。それを、中等

教育と高校教育で縦横に振り分けます。高校教育

に関してはほとんどユニバーサル化しているよう

な状況です。大学教育がもしもエリート型、15％

程度しか大学に進学しない状況であれば、それは

能力が高い人だけを選べばいいということになり

ます。これが、マス型、ユニバーサル型と対象が

増えていくと、誰でも入ることができる状況にな

ります。そうなると、教育機会の均等化や教育配

置の適正化が必要になると書かれています。



　次の図も荒井さんの論文から引用したものです。

荒井 克弘 （⼤学⼊試センター）⽐較教育学研究第53号 (2016)
https://www.jstage.jst.go.jp/article/jces/2016/53/2016_55/_pdf

能力主義選抜
高大接続の位相

適正な進学配置

学力上位層学力中位層

入試選抜

高大接続

　縦軸に「能力主義選抜」と「適正な進学配置」、

横軸に「学力中位層」と「学力上位層」を取り、

矢印で入学者選抜から高大接続に移ることを示し

ています。これは少しひどいな、と私は思うので

すが、どのような大学でもやはり学力が高い人、

能力が高い人を選抜したいはずです。このように

書かれてしまうと、誰も高大接続をやろうとしな

いで、入試選抜を続けたいと思ってしまうのでは

ないでしょうか。これが問題点の一つです。また、

実力主義的選抜というものと、適切な進学配置と

いうものが、対極をなす概念なのかというと、こ

れは怪しいと言わざるを得ません。

　さらに、この能力や学力というものは、従来の

ような英単語をたくさん知っているとか、歴史の

年号をたくさん知っているといったようなことで

はなく、先ほどから説明している学力の３要素と

いうものを踏まえた能力なのではないのか、とい

うことなのです。どんなに有名な大学であっても、

知識が多いだけの人を入学させたいわけではなく、

学力の３要素、学ぶ姿勢のようなものを持つ人を

入学させたいのは間違いありません。ただ、それ

を評価する手段がないので、ひとまず、英語を訳

させたり、難しい数学の問題を解かせたりして選

ぶわけです。高大接続改革という言葉は、そうし

た全体を含むことなので、この図のように真ん中

に置かなければいけないと思います。

能力主義選抜
高大接続の姿

適正な進学配置

学力上位層学力中位層

入学者選抜

高大接続
学力下位層

学力の３要素

従来からの学
力ではなく

従来からの能
力ではなく

教育達成の多様化

学修成果と学力の可視化が必要

教育達成の均等化

　また、ユニバーサル化した中では、いろいろな

生徒が大学に入学します。いろいろな人が入って

くるのに、教育成果が同じであったら、大学に入

る意味がなくなってしまいます。いろいろな生徒

たちが学生になったとき、そこでの教育達成がひ

とりひとりに合った多様なものでないと、ユニ

バーサル化された大学教育は価値がないというこ

とになってしまいます。学修成果や学力というも

のをきちんと可視化して評価する手段が必要だ、

ということだと思います。

　次に高等教育の今とこれからについてお話しし

ます。大学教育の出口問題についてですが、まず

企業が求める人物像と大学の教育内容とが乖離し

ているということがあります。

大学教育の出口問題

• 企業が求める人物像と大学教育の内容との乖離

• 資質・能力の質に関する定量的評価の可能性

• 大学ブランド・偏差値基準の評価の限界

• 日本型採用・雇用形態の限界

• 能力・経験重視の採用の拡大

https://news.mynavi.jp/article/20220914-2454444/

マイナビニュースより引用

　就職情報サイトなどでは、コミュニケーション

能力が高いことが大切だといわれています。一方

で、大学教育は真面目に授業に出て、レポートを

出し、試験に合わせてちゃんと勉強をして答えを

書くことを求めています。そこが大きく違うとい

うことです。

　もう一つは資質・能力というものです。知識の

部分だけではなく、もう少し違うレベルの資質・

能力というものを定量的に評価しようということ

で、企業などでは、大学とは違った視点の評価が

できるようになりつつあります。



　そのような背景の中で、大学のブランドや偏差

値基準での評価というものは限界にきています。

また、日本型の採用や雇用形態も限界がきていま

す。そして、能力や経験重視の採用というものが、

今後は増えていくことになります。そのような中

で、大学の教育は社会の期待に応えていないので

はないか、ということなのです。

　資質・能力を評価する方法が、いくつか提案さ

れています。代表的なのが「PROGテスト」です。

河合塾とリアセックという企業が共同で作ったも

ので、多くの大学で導入されていますし、当大学

でも行っています。どのようなものかというと、

項目がリテラシーとコンピテンシーに分かれてい

ます。

リテラシー
・読み書き能力
・特定の分野での知識や活用力

コンピテンシー
・特定分野で成功する人が持つ
特性

・成果を生む行動特性
PROGの場合：一流企業の有

望若手社員

　リテラシーは基本的には読み書き能力です。特

定の分野での知識やその活用力を問います。これ

は従来型の能力にやや近く、それを発展させたよ

うな能力と理解して良いと思います。一方、コン

ピテンシーというのは非常に質的なもので、特定

分野で成功する人が持つ特性や成果を生む「行動

特性」を意味します。PROGテストでは、一流企

業で若くして役職に就いているような人に、いろ

いろな質問をして答えてもらい、どういう思考を

するのか、どういう態度を取るのかといったこと

をAIが解析し、それを問題化して大学生に解か

せています。つまり、単純な知識ではなく、もの

の考え方や取り組み方への評価が、AIを使うと

できるようになるわけです。

　大学教育によるPROG成績の変化の全国平均

値を見てみます。最初にリテラシーの変化です。

大学教育によるPROG成績の変化
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　それぞれの項目の棒グラフは、左側から文系１

年生、文系３年生、理系１年生、理系３年生の順

になります。PROGは７段階評価されるのです

が、１年生と３年生とではあまり変わらないこと

がわかります。少しは上がっていますが、１段階

も上がらないということです。ですから、大学教

育はリテラシーを少し上げるということになりま

す。

　問題はコンピテンシーです。

大学教育によるPROG成績の変化
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　これはほとんど上がりません。逆に下がってい

る項目もあります。理系の学生の「対課題基礎力」

が少し上がっているくらいで、ほとんど上がって

いません。これは日本全国の平均です。つまり、

今の日本の大学教育においては、コンピテンシー

を変化させるようなことができていないというの

が現実なのです。

　ここに挙げた「ボトルネック」とは、ビンの首

が細くなっている部分のことで、ワークフローの

中で業務の停滞や生産性の低下を招いている工

程・箇所のことを意味します。



ボボトトルルネネッッククととはは、、瓶瓶のの首首がが細細くくななっってていいるる部部分分でで、
ワワーーククフフロローー（（業業務務のの一一連連のの流流れれ））ののななかかでで、、業業務務のの
停停滞滞やや生生産産性性のの低低下下をを招招いいてていいるる工工程程・・箇箇所所ののこことと
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AIによる能力評価
雇用の流動化

大学教育

不適切な
入学者選抜

不明確な
学修成果

効果を有しない
教育内容

　初等・中等教育は学習指導要領を改訂しました。

いろいろな批判もありますが、少しずつうまく

いっています。GIGAスクール構想もうまくいく

方向性は出てきています。アクティブラーニング

の推進、生徒の学力向上は少しずつでもその効果

が出始めています。一方、日本がこれから世界と

伍していくには、欧米型の雇用システムというも

のが必要だといわれています。また、AIを使えば、

有名な大学の出身かどうかではなく、その人個人

のコンピテンシーのようなものを評価することが

できます。企業用のPROGテストというものが２

年ほど前から動き出しているという話もあります。

企業がそういうものを使えば、個人の新しい総合

的な能力を評価できることになります。こうした

動きによって、雇用の流動化というものが社会の

中で進みつつあります。

　それに対して大学教育ですが、ボトルネックと

なるのが、まず不適切な入学者選抜です。いつま

で経っても知識のあるなしで評価し、たくさん

知っている生徒を入学させています。さらに、不

明確な学修成果で卒業させていることや、実際の

効果を有しない教育内容であることなどもボトル

ネックになっています。このように、大学教育は

良くない面が折り重なっています。

　そこで、大学教育改革が少しずつ始まっていま

す。大きいのは「三つの方針」を大学が自分たち

で決めて、それに基づいて教学マネジメントを行

いなさい、という取り組みが動き出したことです。

三つの方針、ポリシーは、ディプロマ・ポリシー

（卒業認定・学位授与の方針）、カリキュラム・ポ

リシー（教育課程の編成・実施の方針）、アドミッ

ション・ポリシー（入学者受け入れの方針）にな

ります。ディプロマ・ポリシーはどういう人に学

位を与えるのかということ、カリキュラム・ポリ

シーはそういう能力を養うにはどういうカリキュ

ラムを組むかということ、そしてアドミッション・

ポリシーはどういう人に入学してほしいのかとい

うことを示しています。

　単に知識だけではなく、社会に対してどう関わ

るのかということも踏まえ、学力の３要素などを

意識しながら、また、社会人基礎力などを意識し

ながら、大学としてディプロマ・ポリシーを決め

ることが求められています。その次にカリキュラ

ム・ポリシーを考えます。それらを養うためにど

ういうカリキュラムを組み、どういう教育を行え

ばいいのか、そしてそれをどう評価すればよいの

かを考えなさいということです。そしてそれに基

づいて教育を行い、その状況を評価して、それを

改善につなげるという、いわゆるPDCAサイクル

を回しなさいということです。

文部科学省

https://www.me
xt.go.jp/b_menu
/shingi/chukyo/
chukyo4/015/gi
jiroku/__icsFiles/
afieldfile/2015/
12/25/136531
2_01.pdf

　つまり、ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・

ポリシー、アドミッション・ポリシーを決めて

（Plan）、それに基づいた教育を実践し（Do）、そ

の結果を大学として評価して（Check）、さらに

改善につなげる（Action）というPDCAサイク

ルがきちんと回っているかどうかを、第三者評価

によって確認することで、大学教育を良くしよう

という動きが始まっています。

　しかし、こうした評価はなかなか大変で、私も

第三者評価に関わっていますが、どこの大学もう

まくできていません。ディプロマ・ポリシーにあ

まりにも理想的で概念的なことを書いてしまうた

め、それをどうやって評価していいのかわからず、

右往左往しているというのが今の大学教育の状況

です。

　ここからは薬剤師養成教育に関してお話ししま

す。少し偏った意見かもしれませんが、私見を述

べさせていただきます。



　これは東京大学の本田由紀先生が書かれた『教

育は何を評価してきたのか』という本の内容から

私が作成した図です。

教育の管理における２つの目的

垂
直
的
序
列
化

水平的画一化

教育は何を評価してきたのか
東京大学大学院教育学研究科

本田由紀
岩波新書（2020年）

高い“能力”の人を選択する

良い“態度”を示す好ま
しい人を養成する

「態度」「資質」
の重視

「道徳」の「特別の教科」化

　上に「教育の管理における２つの目的」とあり

ますが、これは、国家が教育を行う目的を意味し

ます。その一つは「垂直的序列化」という縦方向

の矢印です。能力が高い人を選び、さらに教育し

てより高い能力になってもらうことで、国家のた

めに働いてもらうというのが教育の目的の一つで

す。もう一つは横方向の「水平的画一化」、つま

り良い態度を示す好ましい人を養成するというこ

とです。これも国家の目的で、戦時中はこれが強

化されます。国の言うことを信じるように国民を

誘導しようとすることでもあり、学生指導要領の

改訂に道徳の特別教科化が組み込まれたことを、

本田先生は批判しています。

　この図と薬剤師養成教育を照らし合わせてみま

す。

薬剤師養成教育のこれまでの形
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　垂直的序列化では、まず入試において高い能力

のある人、いわゆる知識の多い人を選抜します。

選抜した上で、モデル・コアカリキュラムによっ

て、必要な知識・技能と好ましい態度を示す人を

養成するという水平的画一化を行うことになりま

す。

　ここで、薬剤師養成教育のこれまでの流れを振

り返ってみます。

薬剤師養成教育のこれまでの流れ

• 2002年 薬学教育モデル・コアカリキュラム策定

「技能」「態度」教育の重視

• 2006年 薬学教育6年制スタート

• 2013年 薬学教育モデル・コアカリキュラム改訂

「薬剤師として求められる基本的資質」卒業時求めるもの

• 2015年 新カリキュラムスタート

• 2022年 薬学教育モデル・コアカリキュラム改訂

「薬剤師として求められる基本的な資質・能力 」

生涯にわたった目標・医師、歯科医師と共通化

SBOsを廃し、概念化した学修目標に

• 2024年 新カリキュラムスタート

　2002年に「薬学教育モデル・コアカリキュラム」

が策定され、それまでは知識が中心だったのに対

し、技能や態度の教育を重視する方向性が打ち出

されました。それを行うには６年制にしなければ

いけないということで、2006年から６年制教育が

スタートします。2013年に「薬学教育モデル・コ

アカリキュラム」が改訂され、薬剤師として求め

られる基本的な資質が、卒業時に求められる資質

として設定されました。それに基づく教育が2015

年にスタートし、2022年にはさらに改訂され、薬

剤師として求められる基本的な資質・能力が生涯

にわたる目標というかたちで、医師・歯科医師と

共通化されました。そして、SBOs（到達目標）

を廃して、概念化した学修目標というように設定

し直され、今年度から新カリキュラムがスタート

したという状況にあります。

　そのような中で、従来型の薬剤師教育のモデル

というものが崩れてきています。日本病院薬剤師

会の武田泰生会長が講演で話したことが、6月26

日の薬事日報に掲載されていました。偏差値が40

を切るような大学がたくさんあり、国家試験の合

格率も悪く、そんなことでいいのか、というよう

な内容でした。今、何が起きているのかというと、

縦方向の矢印、垂直的序列化が効かなくなってし

まっています。



薬剤師養成教育の現状
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　質の低下で水準が下がってしまった中で、モデ

ル・コアカリキュラムに準じて水平的画一化が行

われ、薬剤師国家試験という知識の試験によって、

何とか最低限のレベルを維持するかたちになって

います。このような状況の中で、大学数を減らし

なさいとか、入学定員を抑制しなさいという意見

が出ています。今は薬科大学の新設は基本的には

できませんし、定員を増やすことも、文部科学省

の審査を受けなければできません。

　しかし、大学数や入学定員を減らせば、質の問

題が解決するのかといえばそうではなく、例えば

薬学部の定員が5000人程度になったとしても、本

当にいい人が来てくれるかどうかはわかりません。

医療人として高い意識がある人を大学に入れるよ

うな仕組みがないと、高大接続改革の問題はいつ

までも残ります。ただ、私が大学の人間として思

うのは、大学数や入学定員の抑制は、教員の質の

向上には役に立つかもしれない、ということです。

薬科大学の先生たちは私も含めて、薬剤師養成教

育を担う能力が本当に自分にあるのかということ

を、自戒を込めて考える必要があります。

　こうしたことを踏まえて、私が考える薬剤師養

成教育の主な問題点を説明します。

薬剤師養成教育の主な問題点

• 薬学部不人気の問題の解析が十分にできていない。

• 大学において、学修成果を評価する方法がまだ確立していない。

• 薬剤師のコンピテンシーを定量化する評価法がまだない。

• 生成AI時代の薬剤師像がまだ見えていない。

　まず薬学部不人気の問題の解析が十分にできて

いないのではないかということです。もちろん国

家試験の合格率が低い大学もありますが、高い大

学もあるわけです。なぜ魅力がなかなか上がらな

いのかということは十分考えなければいけないと

思います。また、大学において、薬剤師として活

躍するに足りるような学修成果を修めているかを

評価する方法が、まだ確立できていないというこ

とがあります。同じく、薬剤師自体のコンピテン

シーを定量的に評価する方法もまだありません。

社会で活躍されている薬剤師の方たちが、どうい

うものの考え方をして、どういうことを重視して

いるのかということを、AIを使って解析すれば、

薬剤師のコンピテンシーを定量的に評価できるよ

うになる可能性はあります。さらに、生成AI時

代の薬剤師像がまだ見えていないことも問題の一

つではないかと思います。

　これは先ほど（５ページ左下）の図ですが、少

しずつ変化させています。

専門家のみがアクセス可能な
データベース

認知空間とAI：薬剤師の仕事がなくなるということ

構造化され
ていない
オープンな
ネット空間

認知情報が利用される社会

今後の取り得る対応

構造化されていない
データセット
パターンや関係を

学習
↓

新しい情報を創造

AAIIにによよるる
情情報報提提供供

オープン
サイエンス
の空間

AIが自律
的に行う

研究

個人が所属する組織の外部
記憶装置
個⼈
の脳 適切なインター

フェース AI

　一つはその人が所属する組織の外部記憶装置、

システムにどういう情報を取り込み、その情報を

どう処理して、適切なインターフェースである

AIを使い、患者さんに提供していくかというこ

とが、薬剤師個人ではなく、組織として求められ

るようになるということです。

　もう一つの大きな変化は、オープンサイエンス

時代の到来です。今までは、学術雑誌などに載っ

ている研究論文のオリジナルデータは、大学病院

の薬剤部であれば大学病院が雑誌を購入している

のでアクセスできますが、一般の薬局の薬剤師は、

製薬企業の学術担当の人に問い合わせるなど、間

接的に知ることしかできませんでした。しかし、

今はオープンサイエンスということで、世界中で

誰もが科学情報に無料でアクセスできる方向に動

きつつあります。

　今後はオープンサイエンスの時代になるので、



今までは製薬会社などに頼っていたことが自分で

できるようになります。つまりオープンサイエン

ス空間にある膨大なデータの中から、AIなどの

支援を受けて有用な情報を取り出し、それを自分

達のシステムに組み込んで、患者さんに適切に適

応していくということが、これから10 ～ 30年後

には、当たり前のように行われるでしょうし、す

でにその一部は動き出しています。

　このようにAIが進化していくと、情報のあり

方や薬剤師の仕事にも変化が起こります。AI-

PHARMAというデータベースの例を挙げます。

北海道でも加盟している病院がありますのでご存

じの方もいるかと思います。AI-PHARMAは、

医師から問い合わせを受けて医薬品情報を提供す

るときに、その記録をQ&A形式でデータベース

化し、共有するというクラウドシステムです。

Q&Aを蓄積していき、そこにAIを組み入れると、

最終的にはAIが自動で答えるようになると予測

されています。

AI-PHARMAの成長

東北大学病院薬剤部 前川正充氏発表データを参考に作成 https://aipharma.jp/movie/

岡山大学病院 神崎浩孝氏 時間
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　つまり、医師が「こういうことを知りたい」と

問うと、それに対して、薬剤師ではなくAIが答

える時代が来るかもしれないということです。

AIが自立的にDI活動のようなことも行うように

なるかもしれません。AIがどんどん進化してい

く中で、AIに支援される薬剤師活動というもの

はどうなのでしょう。これは非常に難しい問題だ

なと思います。

　そこで重要なキーワードになるのが、先ほどの

文部科学省の学習指導要領にあった「納得解」と

いう言葉です。

新しい学習指導要領の考え方
2017年3月 文部科学省

https://www.mext.go.jp/a
_menu/shotou/new-
cs/__icsFiles/afieldfile/20
17/09/28/1396716_1.p
df

2016年12月

正解 吹き出しなどは、関による加筆

学力の３要素：高大接続改革答申
基礎的な知識・技能
思考力・判断力・表現力等の能力
主体性・多多様様性性・協協働働性性

今一度、文科省が言っていることを確認してみると

　多様な他者と協働しながら、納得解を導いてい

くことができるのは人間の強みです。このことは

高大接続改革の答申にも出ていて、主体性・多様

性・協働性といった態度が重要なのだ、とされて

います。この多様性というものをどのように捉え

て、教育に取り組んでいくかということが重要な

のだと思います。

　AIもしくは“人”による提案を比較したとき、

生成系AIが行うのは、患者情報や膨大なその他

の情報を解析し、最も正解らしい提案を行うこと

です。

AIもしくは“人”による提案
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納納得得解解

　一方、“人”としての薬剤師が行うのは、患者

さん情報とその人の薬剤師としての経験に基づく

提案です。これを多様な人である患者さんや生活

者は、その経験に基づいて「納得」するわけです。

これが納得解ということだと思います。

　医療人には医師など、他職種も含まれます。医

師も、医師としての経験に基づく提案を行い、薬

剤師は薬剤師としての経験に基づく提案を行いま

す。その他の職種も同様です。様々な職種が連携

してチーム医療を行う際、これからはチームメン

バーとして、おそらくAIが入ってくるでしょう。

「AIはどう考えるのか」を聞くことになると思い

ます。いずれにしても、客観性に基づく提案をチー

ムとして行うことになりますが、受け手の患者さ



んは多様なわけですから、その多様性に対して対

応することが重要なのだと思います。

　同じ薬剤師であっても、薬剤師Ａと薬剤師Ｂと

では、その人が持っている背景や経験が違うため、

提案する内容も少し違うかもしれませんし、ニュ

アンスが違うかもしれません。そういうものに対

し、患者さんが自分の経験に基づいて、何らかの

納得を得るということになるのではないかと思い

ます。つまり、提案の正解は一つではなく、医療

人が100人いれば、それぞれ違うということです。

ただ正解を求めるだけであれば、AIが正しい答

えを出してくれるので、薬剤師はある程度の許容

範囲を持った多様性というものがないと、いらな

いということになってしまいます。

“薬剤師”である“人”による提案

患者情報
医療人として
の薬剤師 i

多多様様なな
““人人””でで

ああるる
患患者者

生生活活者者

患患者者のの経経験験
にに基基づづくく

納納得得解解

・・
・・
・・

その人の経験
に基づく

提案 i

薬剤師には、ある許容範囲を
持って“多様性”が求められる。

　一人一人、思いや経験といったものが違うとい

うことが、患者さんの納得というものにつながる

のではないかと思います。

　多様性と納得解ということについて、構成主義

的学習観というものをご紹介したいと思います。

これはピアジェというスイスの心理学者が唱えた、

人の思考過程がどうやって獲得されていくかとい

う理論です。

ピアジェの構成主義と教育

「ピアジェの構成主義と教育」竹内通夫、2015年、あるむ

「人間は知識を外部から取り込むことによって獲得するの
ではなく、外界との相互作用を通して内部から構成する」

ジジャャンン・・ピピアアジジェェ（Jean Piaget、1896年〜1980年）： スイスの心理学者

ピアジェの認知発達論は、人の思考過程がどのように獲得されるかに
関する理論である。

知識の有り様は、それぞれで異なる多様なものである。

ピンク字は関による

　「人間は知識を外側から取り込むことによって

獲得するのではなく、外界との相互作用を通して

内部から構成する」というのが、ピアジェが主張

した構成主義です。ですから、知識の有り様とい

うのはそれぞれ異なる多様なものである、という

ことになります。ある知識があったとして、それ

を誰もが同じように持っているわけではないとい

うことです。

　ピアジェは教育について次のように述べていま

す。

ピアジェの教育

「ピアジェの構成主義と教育」竹内通夫、2015年、あるむ

第1の目的：新しい事を実行できる人間を創り出すことであって、他の世代の人が
やった事をくり返すことではない。創造的で、発明的な人間、発見者を
作り出すことである。

第2の目的：批判的で、証明することができ、提供されたすべてのものを受け入れな
い精神を形成することである。

教育の理想：最大限を学習することではなく、結果を最大にすることであり、それ
は、とりわけ、学習することを学習することにある。即ち、それは自ら
発達させることを学び、かつ、学校教育の後にも発達を続けることを学
ぶことである。

　「教育の第１の目的は、新しいことを実行でき

る人間を創り出すことであって、他の世代の人が

やったことを繰り返すことではない。創造的で、

発明的な人間、発見者を創り出すことである。第

２の目的は批判的で証明することができ、提供さ

れたすべてのものを受け入れない精神を形成する

ことである。教育の理想は、最大限を学習するこ

とではなく、結果を最大にすることであり、それ

はとりわけ、学習することを学習することにある。

すなわち、それは自ら発達させることを学び、か

つ、学校教育の後にも発達を続けることを学ぶこ

とである」。言っていることは、本当にもっとも

だと思いますが、なかなかそうはいかないのが現

実です。

　構成主義に対して、従来型の教育を客観主義教

育と呼びます。

構成主義 客観主義の教育理論

• 知識を客観的に把握できる実体として捉える。

• 知識がおかれている状況から知識を分離したなかで分析を加える
ことで構造を解明することができる。

• 知識構造を解明し法則化することにより効果的な学習方法を見つ
け出すことができる。

• 作りだされた学習方法はどのような教育状況にもあてはめること
ができ、高い教育効果を生む。

「構成主義パラダイムと学習環境デザイン」久保田賢一、2000年、関西大学出版部



　客観主義教育の理論では、知識というものは客

観的に把握できる実体として捉えられるとされて

います。また、知識が置かれている状況から知識

を分離した中で分析を加えることで、構造を解明

することができるとしています。さらに、知識構

造を解明し、法則化することにより効果的な学習

方法を見つけだすことができ、そこでつくり出さ

れた学習方法はどのような教育状況にもあてはめ

ることができ、高い教育効果を生む、とされてい

ます。つまり、教育というのは科学的にできると

いうことです。知識は「もの」として存在してい

て、それを人の中に埋め込む適切な方法があるの

だと、客観主義の教育理論では考えられています。

　客観主義の教育理論についてさらに説明します。

客観主義の教育理論

1. 明確な目標を立てる。

2. 目標を達成するためのいくつかの方法を選択する。

3. それぞれの方法を使った場合の必要な費用と資源の関係を見
積もる。

4. 目標、手法、手段、環境、資源などの相互関係を示したモデ
ルを作る。

5. 目標を達成するための基準を作る。

「構成主義パラダイムと学習環境デザイン」久保田賢一、2000年、関西大学出版部

　「明確な目標を立てる。目標を達成するための

いくつかの方法を選択する。それぞれの方法を

使った場合の必要な費用と資源の関係を見積もる。

目標、手法、手段、環境、資源などの相互関係を

示したモデルを作る。目標を達成するための基準

を作る」。昔の、プロセス基盤型の教育のワーク

ショップでこのようなことを習ったような記憶が

あります。これが客観主義の教育理論です。

　一方、構成主義では「知識はその社会を構成し

ている人々の相互作用により構成される。現在、

私たちが理解している社会は、客観的な実在とし

ての真理を写し取ることにあるのではなく、社会

的相互作用の所産としてのものである。私たちが

世界を理解する方法は、歴史的および文化的に相

対的なものである。つまり、私たちの理解の仕方

は、おかれている歴史や文化に強く依存した形を

とっている」ということを基本前提にしています。

構成主義の基本前提

1. 知識はその社会を構成している人々の相互作用により構成さ
れる。現在私たちが理解している社会は、客観的な実在とし
ての真理を写し取ることにあるのではなく、社会的相互作用
の所産としてのものである。

2. 私たちが世界を理解する方法は、歴史的および文化的に相対
的なものである。つまり、私たちの理解の仕方は、おかれて
いる歴史や文化に強く依存した形をとっている。

「構成主義パラダイムと学習環境デザイン」久保田賢一、2000年、関西大学出版部

　客観主義と構成主義を比較してみます。

客観主義と構成主義の比較

客観主義 構成主義

• 存在論 人間の外側に自然の 真理は多様である。

「知る」ということは？ 法則に従う「真理」 人間の心の中で社会的、

「真理」とは？ が存在する。 経験的過程で作られる。

• 認識論

「知ろうとする主体」と 主体は対象から離れて 知る人と知る対象は

「知る対象」の関係 調べたい変数以外を制御し 分けることができない。

実験や観察をする必要がある。 知識はその相互作用で構

成される。

「構成主義パラダイムと学習環境デザイン」久保田賢一、2000年、関西大学出版部

　例えば、知ることや真理とは何かを考えること

（存在論）において、客観主義では人間の外側の

自然の法則に従う真理というものがあるのだ、と

考えます。一方、構成主義では真理は多様であり、

人の心の中で社会的、経験的過程で作られるのだ、

と考えます。また、知ろうとする主体と知る対象

の関係の捉え方（認識論）については、客観主義

は主体は対象から離れて調べたい変数以外を制御

し、実験や観察をする必要がある、と考えます。

一方、構成主義では知る人と知る対象は分けるこ

とができず、知識はその相互作用で構成されてい

る、と位置付けています。

　さらに、どのような知識を見つけだすことがで

きるのか（方法論）については、客観主義では仮

説を立て、条件を注意深く制御し、検証していく

ことによってできるとしています。



客観主義と構成主義の比較

客観主義 構成主義

• 方法論 仮説を立て、条件を 知識は体験と内省の繰り返しのなか

どのような知識を 注意深く制御し、 で構成され、弁証法的な過程であり、

見つけだすことができるか？ 検証していく。 比較・対比しながら行われる。

• 人間論

人間はどのような特徴を 人間の行動も自然法則に従い 人間は自ら知識を構築するために

持っているのか？ 外部からの刺激がある行動を 積極的に対象と関わる能動的な

導かれる受け身の実体である。 実体である。

「構成主義パラダイムと学習環境デザイン」久保田賢一、2000年、関西大学出版部

　一方、構成主義では知識は体験と内省の繰り返

しの中で構成され、弁証法的な過程であり、比較・

対比しながら行われると考えられています。また、

人間はどのような特徴を持っているのか（人間論）

ということについては、客観主義では人間の行動

も自然法則に従い、外部からの刺激がある行動に

導かれる受け身の実体である、としています。つ

まり、何かをすれば必ずある反応をするというの

は、自然の法則に従っているのだというのが客観

主義の考え方です。一方、構成主義は人間は自ら

知識を構成するために積極的に対象と関わる能動

的な実体である、と位置付けています。このよう

に両者では考え方が異なります。

　学習における客観主義と構成主義の違いです。

客観主義と構成主義の比較

学習

設計された教育理論

正解

見見解解
提提案案

学習
経験

期待される理解や行動 学修成果

本人の背景・経験

本人の背景・経
験・理解の更新

学学びび

問問

問問

均一である

多様である

学習とは学習者自身が
知識を構築していく過程
である。

知識は状況に依存している
知識・スキルは細分化できない。

納得解

　客観主義の場合は設計された教育理論に従って

学習します。そうすると期待された理解や行動を

取るようになります。そして問いに対して正解を

出します。それが学習成果として観察されます。

一方、構成主義的な学習の場合は、学習や経験を

し、それまでの背景や経験と組み合わされること

で、本人の背景・経験・理解というものが更新さ

れます。そして、問いに対しては、見解や提案が

なされます。これが「学び」というプロセスにな

ります。客観主義的な学習は均一になる、むしろ、

均一であることを期待されているものですが、構

成主義的な学習では、多様であることが前提とさ

れています。構成主義では、学習とは学習者自身

が知識を構築していく過程であり、知識は状況に

依存していて、知識やスキルは細分化できるもの

ではない、としています。そのような中で、納得

解につながっていくのではないかと私は考えてい

ます。

　構成主義の教授上の留意点を紹介します。

構成主義での教授上の留意点

1. まちがうことを尊重する。

2. 探索することを奨励する。

3. 学習者相互のやり取りをうながす。

4. 教師の役割は援助であり、学習者自らが知識を構成していく
のを「助ける」ことが求められる。

「構成主義パラダイムと学習環境デザイン」久保田賢一、2000年、関西大学出版部

　「間違うことを尊重する。探索することを奨励

する。学習者相互のやり取りを促す。教師の役割

は援助であり、学習者自らが知識を構成していく

のを『助ける』ことが求められる」としています。

教育者としてこうありたいと思います。

　最後のテーマに入ります。機械とは違う“人”

に求められる資質・能力とこれからの人材育成に

ついてお話しします。

　“人”に求められる資質・能力をいくつか挙げ

てみます。

“人”に求められる資質・能力

• 経験から“学び”を得ることができる人

• 自身で常に“省察”し、また、他者の観察を受け入れることが
できる人

• あるべき姿、“自身の理想”を常に考え、更新する人

• “人”という存在を常に考え、“多様性”について多様な次元
で捉えることができる人

　経験から学びを得ることができる人。自身で常

に省察し、また、他者の観察を受け入れることが

できる人。あるべき姿、自身の理想を常に考え、

それを更新していける人。人という存在を常に考

え、多様性について多様な次元で捉えることがで

きる人。これは私個人の意見です。



　先ほどお話ししたカリキュラムの３要素では、

目標を立て、方略をつくり、評価する、そしてそ

の三つをぐるぐる回すというのが基本です。その

かたちが、OBE（アウトカム基盤型教育）が入

るようになってからは、方略と評価は不可分とな

り、評価できるように学習経験をさせることが必

須となりました。

カリキュラムの３要素： OBE

目標

方略

評価

　この三つはどう変化していくのでしょうか。ま

ず目標設定の変化です。

目標設定の変化

プロセス基盤型 学修成果基盤型 構成主義的

薬学教育6年制 新カリキュラム 新・新カリキュラム

SBOs
行動的
達成可能
具体的

SBOs
薬剤師10
の資質
（卒業時達成）

概念化
薬剤師の資
質・能力
（生涯の目標）

抽抽象象的的

哲哲学学的的

目的を重視

　プロセス基盤型で６年制教育が導入された当時

は、まずSBOsを決め、そのSBOsは行動的かつ

達成可能であり、具体的であることが非常に強調

されました。その後、新モデル・コアカリキュラ

ムになったときに、SBOsは残りましたが、OBE

が導入されました。そして薬剤師の10の資質とい

うものがうたわれました。卒業時に達成すべき目

標として決められましたが、「これは無理だ」と

皆さんも思われたのではないでしょうか。しかし、

少なくとも教育はそのように設計されていました。

それが、新しい新モデルカリキュラムではSBOs

がなくなりました。そして概念化ということがな

され、薬剤師の資質・能力も、生涯の目標という

かたちで設定されました。卒業時にどうあるべき

なのか、ということについては、ここでは示され

ていません。当初は、具体的で行動的、といわれ

ていたものが、どんどん抽象的で哲学的なものに

変化していきました。構成主義的な方向に、少し

ずつ変わってきているということは間違いないと

いえます。目標が抽象的になる場合、目的が重要

になるのではないかと思います。学習指導要領で

も目的を非常に重視しています。何のために薬剤

師の仕事をしているのか、何のために生きている

のかといった哲学的なことを、真面目に考える姿

勢が求められるといえます。

　続いて方略設定の変化についてです。

方略設定の変化

プロセス基盤型 学修成果基盤型 構成主義的

薬学教育6年制 新カリキュラム 新・新カリキュラム

SBOsに
合わせた
学習方略
平等・公平
計画的

公平で
制御された
学習経験

真性が高い
学習経験
省察を促す
経験

正正解解がが
明明確確でではは
なないい真真性性
のの課課題題

卒業研究
カンファレンス参加

　当初はSBOsに合わせた学習方略をしなさいと

されていました。平等で公平に行うこと、そして

計画的に実施することが求められました。これが、

新モデルカリキュラムでは公平で制御された学習

経験ということに移り、経験させることが非常に

重要になってきました。それがさらに、真性が高

い、本物に近いような学習経験をさせ、学生に省

察を促すという方向に少しずつ変化してきていま

す。つまり、正解が明確ではない、真性の課題に

取り組む機会というものを増やす方向に移ってき

ているといえます。そのような中で、構成主義的

な学習観というものの重要性が増してきているの

ではないかと思います。例えば卒業研究や臨床現

場であればカンファレンスに参加し、いろいろな

発言をするといった経験というものが、より重視

されてくるのではないでしょうか。

　最後に評価に対する考え方の変化です。



評価に対する考え方の変化

プロセス基盤型 学修成果基盤型 構成主義的

薬学教育6年制 新カリキュラム 新・新カリキュラム

公平で
客観的な評価
合否判定
総括的

公正な評価
質的評価

観察に基づく
評価
振り返りと
確認

自自己己のの
省省察察

形形成成的的
評価の「文化」化

　当初は、公平で客観的な評価で合否判定をする

総括的評価が重視されました。しかし、公正な評

価や質的な評価を、恐れずに行っていくことが重

要とされるようになり、その中で観察に基づく効

果や、本人が振り返り、確認していくことが、よ

り重視されるようになりました。つまり、生涯に

わたって自分自身を高めていくような自己の省察

や形成的評価が大切だ、という考え方に変わって

きたということです。これは非常に難しいところ

で、私は「評価の『文化』化」と呼んでいます。

学生の自己評価を含めて、互いのために評価を

しっかり行えるような社会、文化に変わっていく

必要があるということだと思っています。

　教育現場では、方略として真性の高い、真の経

験的学びというものを可能な限り取り入れなけれ

ばいけませんし、その中で評価というものは単に

ABCを付けるのではなく、形成的な評価をする

こと、本人が省察をする、もしくは本人の省察を

促すような評価の文化化というものが重要になり

ます。さらに、学生が、自分は将来どうなりたい

のか、薬剤師としてどう世の中の役に立ちたいの

かという目的を重視し、そうした抽象的な目的に

向かっていけるような学びの機会や条件をつくる

必要があります。従来のように、知識や合否だけ

が重視されるような教育を続けていると、なかな

か適正化されないだろうと思います。

　そうした中では、ロールモデルとしての目標に

なり得る薬剤師というものが非常に必要です。

ロールモデ
ルとして

目標となり
得る

薬剤師

相互作用

　真性の経験のサポートや、学生が素直に自分自

身を振り返り、評価を受け入れて成長できるよう

な環境づくり、学生が「あの人のようになりたい」

という目標のようなものを心の底から感じるには、

やはりロールモデルとなる薬剤師に教育に関わっ

ていただくことが不可欠だと考えています。

　さらに、そうした取り組みを続けていくことに

よって、省察し、学び続ける専門家というものを

薬剤師養成教育の中で育てることを目指していく

必要があります。

継続
的な
省察

省察し、学び続け
る専門家の養成

意味のある仕事・
責任の創出

柔軟に対応し、変
化する職能

　生成系AIが発達する世の中で、30年後の薬剤

師がプライドを持って仕事をしていくためには、

そういう努力が必要なのだろうと思うのです。一

方で、薬剤師の先生方自身も継続的な省察を行う

ことによって、意味のある仕事や新しい責任と

いったものを創り出してもらうことが大切です。

私たちも頑張って、新しい薬剤師を社会に送り出

していきますし、先生方も新しい薬剤師像を創り

出していただけると、30年先の未来でも、人々に

とって必要とされる職能として薬剤師が継続して

いけるのではないかと思います。そのためには教

育がまだ不十分ですので、大学教育全体でも、ま

た薬学部での薬剤師養成教育においても、教育改

革というものに真剣に取り組んでいかなければい

けないと考えています。



　以上で私の話を終わります。思うことや感じる

ことはそれぞれだと思います。ある情報を与えら

れたとき、みんなが同じレスポンスをするのでは

なく、それぞれが持っている経験や考え方に基づ

いて、何らかの考えが更新されるということが大

切であって、それが本講演の意図でもあります。

多様である、一人一人が違うということを認識し、

それぞれの価値観を尊重するということが重要な

のではないかと考えます。

　長い時間、ご静聴いただきありがとうございま

した。

●座長

　関先生、ありがとうございました。関先生には

AIの発展から小中課程のアクティブラーニング、

高大接続の課題、そしてAIとの今後の関わり方

や人間としてのあり方まで、非常に考えさせられ

ることを多く教えていただきました。今の子ども

たちや若い学生さんたちを見ていると、予想もし

ないようなAIとの共生を築いていくのだろうと

想像させられることがあります。そういったこと

も期待しながら、今日の先生のお話を現場に持ち

帰っていただければと思います。

　ここからは質疑応答に入ります。チャットで寄

せられた質問にお答えいただきたいと思います。

　一つめの質問です。「小中高生に対するアクティ

ブラーニングは効果的だったというお話がありま

したが、大学生になってからアクティブラーニン

グを行ったとして、同様の経過が得られるものな

のでしょうか。やはり早ければ早いほど良いのか、

先生のお考えをお聞かせください」。

○関氏

　新しい学習指導要領で教育を受けた学生が入学

してくるのが、来年の４月になります。その学生

たちは、高校でも課題探求型の学びをしてきてい

るので、大学に入って、そういうことがまったく

なくなってしまうと、おそらくがっかりすると思

います。すでに多くの大学で能動的学習、アクティ

ブラーニングを取り入れていますが、今の課題は、

それをどう評価していくのか、ということです。

一番大切なのは、今がどうか、ではなく、どう変

化していくのか、ということになります。

　今日は話しませんでしたが、ポートフォリオと

いうものを使い、学習の経過を記録していくこと

を、当大学でも始めています。どういう経験が学

生の意識を変えるのかといったことを調べている

のですが、一番わかりやすいのが、医療倫理の自

己評価です。１年生、２年生、３年生とだんだん

伸びていくのですが、毎年、実務実習・事前学習

で落ちるのです。なぜ落ちるのかというと、実務

実習・事前学習は、薬剤師の先生が大学に来て教

えてくれるのですが、本物の薬剤師に教わること

によって「自分の医療倫理に関する考え方は全然

甘いのだ」ということに気づくわけです。そういっ

た気づきを記録していくと、やはり現場の薬剤師

の先生が授業に参画することはインパクトがある

のだ、ということがわかります。

　先ほどお話ししたPROGテストでも、この項目

はどういう学習経験によって伸びるのか、という

ことを解析し、その結果に基づいてカリキュラム

を組んでいます。モデル・コアカリキュラムから

SBOsがなくなったので、大学がフレキシブルに

授業を組むことができるようになりました。そう

いう意味では、本当に薬剤師として学生さんを成

長させるために必要な授業ができるようになった

といえます。今まではSBOsをすべて教えなけれ

ばいけなかったので、教えることに必死でしたが、

学生さんがどういう経験で変わるのかということ

を重視できるようになりました。そのためにはア

クティブラーニングが本当に有効なのか、どの項

目に有効なのかを解析することが、これからの課

題になります。

●座長

　ありがとうございます。もう一つ質問をいただ

いております。「さまざまな場面で行われる記述

試験、あるいは口頭試験などについて、AIで採

点すればよいのではないかと思っております。そ

れは可能だと思われますか」。

○関氏

　これもよく学生に話すのですが、例えば、大学

入試の記述問題をAIに採点させるようにするこ

とは技術的には可能です。公平であるということ

を重視するのであれば、それは確かに公平かもし

れませんし、客観的かもしれません。しかし、例

えば、夏目漱石の『こころ』を読んだときに、こ



ういう感想をAIが正しいと判断する、というこ

とを受験生が対策としてやり出したら、それは

AIに支配される人間しか育ちません。人間的で

あるということは、公平で客観的であることをあ

る程度はあきらめなければならないわけです。マ

ルかバツかという視点で学生や生徒を評価するの

ではなく、多様な答えということを許容し、質的

に評価するということに真剣に取り組まなければ

いけないのではないでしょうか。ですから、技術

的には可能ですが、私自身はやってはいけないこ

とだと思っています。

●座長

　ありがとうございます。AIが発展してきたの

が最近のことで、先生が最後に話されたように、

AIに支配されない、人間として考えることを大

切にしていくことが大事なのだと感じました。そ

れではここで講演を終了させていただきます。関

先生、たいへんありがとうございました。


